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論
文
】「

漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
の
基
礎
的
研
究

佐
川　

繭
子

　

は
じ
め
に

明
治
四
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」（『
官

報
』
第
八
六
三
〇
号
、
三
月
二
十
九
日
）
は
、
そ
の
後
こ
れ
に
替
わ
る
公

的
な
指
針
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
漢
文

訓
読
の
基
準
と
な
っ
て
い
る（

１
）。

鈴
木
直
治
は
『
中
国
語
と
漢
文
』
に
お
い
て（

２
）、
主
と
し
て
各
種
の
訓
法

の
起
源
や
変
遷
を
論
じ
な
が
ら
、「
調
査
報
告
」
の
い
く
つ
か
の
特
徴
や

傾
向
を
指
摘
し
、
ま
た
、
一
般
的
訓
読
傾
向
を
示
す
と
す
る
明
治
末
年
出

版
の
『
新
論
語
』
等
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
当
時
の
一
般
的
な
訓
読
を

基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る（

３
）。
そ
し
て
、
漢
文
教
科
書
が

「
調
査
報
告
」
を
基
準
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
訓
読
の
新
し
い
発
達

は
、
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る（

４
）。

大
島
晃
「
江
戸
時
代
の
訓
法
と
現
代
の
訓
法
」

（
５
）

は
、「
調
査
報
告
」
が

従
来
の
訓
法
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』『
点
例
』『
倭
読
要
領
』
他
の
点
法
を
論
じ
た
書

物
を
取
り
上
げ
て
訓
読
観
の
変
遷
を
た
ど
る
論
考
で
あ
る
が
、「
調
査
報

告
」
に
つ
い
て
は
、「
奇
異
な
破
格
の
語
法
を
斥
け
」、「
簡
約
を
意
図
し

た
訓
法
の
流
れ
に
あ
る
」
と
評
し
て
い
る（

６
）。
そ
し
て
、「
我
々
が
今
日
な

お
こ
の
訓
法
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
江
戸
元
禄
期

頃
か
ら
現
れ
て
く
る
漢
語
訓
釈
の
学
の
成
果
を
充
分
に
踏
ま
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、『
訓
点
は
初
学
の

書
を
読
む
筌
蹄
に
過
ぎ
ぬ
』
と
い
う
意
識
を
伴
い
な
が
ら
簡
省
に
な
っ
て

き
た
訓
法
は
、
我
々
に
と
っ
て
筌
蹄
の
役
割
さ
え
持
た
な
い
も
の
に
な
る

で
あ
ろ
う
」
と
戒
め
る（

７
）。

つ
ま
り
、
こ
の
「
調
査
報
告
」
に
よ
っ
て
止
ま
っ
た
ま
ま
の
訓
読
法
に

無
自
覚
に
従
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
、
古
典
の
読
解
法
と
し
て
望
ま
し

い
姿
勢
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（

８
）。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な

問
題
意
識
の
下
に
改
め
て
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
を
読
み
直
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す
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
基
礎
的
作
業
と
し
て
「
調
査
報
告
」

が
作
成
さ
れ
た
背
景
と
、「
調
査
報
告
」
が
い
か
な
る
統
一
見
解
を
示
し

た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
考
察
を
行
う
。

　

一
、「
調
査
報
告
」
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

ま
ず
、「
調
査
報
告
」
作
成
の
背
景
を
考
え
る
た
め
に
、
報
告
の
中
心

人
物
で
あ
る
服
部
宇
之
吉
が
関
わ
っ
た
経
緯
と
、
当
時
の
漢
文
を
め
ぐ
る

状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
大
島
は
「
こ
の
『
調
査
報
告
』
は
学
校
教
育

の
必
要
か
ら
そ
の
基
準
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
国
語
教
育
の
普
及
・
発
達

に
伴
っ
て
そ
れ
と
の
調
和
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
後
述
す
る

「
句
読
法
案
」『
送
仮
名
法
』
と
の
関
係
に
言
及
し
た
上
で
、「
当
時
の
国

語
教
育
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
細
か
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
本
題
か
ら
外
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
取
り
あ
げ
な
い
」
と
言
う（

９
）。「

国

語
教
育
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」
の
「
細
か
な
検
討
」
は
大
島
に
限
ら

ず
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
科
目
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
そ
の

変
遷
、
教
育
の
具
体
的
内
容
、
言
語
施
策
に
お
け
る
「
国
語
」
の
形
成
と

い
っ
た
複
数
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
す
こ
と
と
す
る
。

（
一
）「
調
査
報
告
」
と
服
部
宇
之
吉

「
調
査
報
告
」
の
表
題
に
は
、
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

文
部
省
ニ
於
テ
曩
ニ
文
学
博
士
服
部
宇
之
吉
外
十
人
ニ
漢
文
教
授
ニ

関
ス
ル
事
項
ノ
取
調
ヲ
嘱
託
セ
シ
カ
今
般
漢
文
ノ
句
読
、
返
点
、
添

仮
名
、
読
方
ニ
関
シ
左
ノ
通
取
調
ヘ
タ
ル
旨
文
部
大
臣
ニ
報
告
セ
リ

（
文
部
省
）（

（1
（

服
部
宇
之
吉
は
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
、
支
那
哲
学
・

支
那
史
学
・
支
那
文
学
第
三
講
座
担
任
で
あ
っ
た（

（1
（

。
以
下
に
、
服
部
の
そ

れ
ま
で
の
略
歴
を
述
べ
る
。
明
治
二
三
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科

を
卒
業
し
、
当
時
の
文
科
大
学
長
外
山
正
一
の
推
薦
で
、
文
部
省
専
門
学

務
局
長
濱
尾
新
に
面
会
し
、「
局
長
の
人
格
に
傾
倒
し
て
」
文
部
省
に
入

る
。
し
か
し
、「
長
く
腰
弁
生
活
を
し
て
居
る
と
人
格
が
卑
屈
に
な
る
よ

う
な
気
が
し
て
」、
翌
二
四
年（

（1
（

に
「
哲
学
歴
史
及
英
語
を
受
持
つ
教
員
を

物
色
し
て
居
つ
た
」
第
三
高
等
中
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
第
三
高
等
学
校

の
解
散
始
末
を
し（

（1
（

、
二
七
年
に
高
等
師
範
学
校
教
授
に
な
る
。
三
〇
年
に

は
、
文
部
大
臣
と
な
っ
た
恩
人
濱
尾
新
の
頼
み
を
承
諾
し
、
文
部
大
臣
秘

書
官
と
な
っ
た
。
三
一
年
に
外
山
正
一
が
文
部
大
臣
に
な
る
と
、
再
び
文

部
大
臣
秘
書
官
と
な
っ
た（

（1
（

。
文
部
大
臣
秘
書
官
で
あ
っ
た
の
は
二
人
の
任

期
が
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長
く
は
な
い
。
同
年
九
月
に
東
京

高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
り
、
後
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
教
授
を
兼
任
し

た
。
こ
れ
は
「
外
山
先
生
と
濱
尾
先
生
及
び
東
京
高
等
師
範
学
校
長
矢
田

部
良
吉
氏
と
の
話
合
が
段
々
進
ん
で
、
自
分
を
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
と

し
て
漢
学
を
担
任
せ
し
む
る
為
め
支
那
に
留
学
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
こ
と
の

議
が
追
々
に
熟
し
た
結
果
で
あ
る
」。
三
二
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
専
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任
と
な
り
、
漢
学
研
究
の
た
め
に
清
国
に
留
学
し
た
。
当
時
の
北
京
は

「
図
書
館
な
ど
は
無
論
な
く
、
学
校
と
い
っ
て
も
北
京
大
学
堂
と
称
す
る

も
の
が
一
ヶ
処
あ
っ
た
位
で
、
必
要
な
書
物
は
悉
く
自
分
で
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
且
排
外
気
分
が
日
一
日
と
高
ま
り
行
く
時
で
、
支
那
の
役

人
学
者
等
と
の
交
際
等
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
時
節
で
あ
っ
た
。」
そ
の
後
、

義
和
団
事
件
に
遭
遇
し
て
一
旦
帰
国
し
て
か
ら
、
当
初
の
予
定
通
り
、
漢

学
の
教
授
法
や
研
究
法
研
究
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
す
る
。
予
定
さ
れ

た
二
年
の
留
学
期
間
を
終
え
な
い
う
ち
に
、
北
京
大
学
堂
師
範
館
の
教
習

と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
三
五
年
八
月
に
帰
国
す
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
七

月
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
ま
た
文
学
博
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
に
出
国
し
、
北
京
大
学
堂
師
範
館
の

開
館
準
備
に
勤
め
た
後
、
四
二
年
一
月
に
帰
国
す
る
ま
で
同
館
正
教
習
と

し
て
人
材
育
成
、
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
等
に
従
事
し
た
。
四
二
年
二
月

に
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
り
、
濱
尾
、
外
山
、
矢
田
部
の

計
画
が
成
就
し
た
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
は
、
服
部
が
漢
学
者
と
な
っ
た
背
景
に
は
濱

尾
新
や
外
山
正
一
、
矢
田
部
良
吉
の
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る
。
服
部
は
哲
学
科
を
卒
業
し
て
か
ら
帝
大
に
着
任
す
る
ま
で
の
「
教
育

行
政
官
的
な
経
歴
」（「
略
年
譜
」）
の
間
に
、『
中
等
論
理
学
』（
明
治
二

五
年
富
山
房
）『
倫
理
学
』（
明
治
三
〇
年
金
港
堂（

（1
（

）
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
物
に
は
中
国
古
典
の
引
用
は
あ
る
が
、
中
国
哲
学
を
専
門
に

論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
漢
学
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
卒
業
後
に
宮

崎
昆
山
の
塾
で
修
め
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
何
を
修
め
よ

う
と
す
る
に
つ
い
て
も
英
語
、
漢
学
及
数
学
は
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
の

で
、
青
少
年
は
相
率
ゐ
て
此
の
三
学
に
向
っ
た
」
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
な

お
、
こ
の
宮
崎
な
る
人
物
の
事
績
等
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
帝
大
在

学
時
に
は
島
田
重
禮
、
南
摩
綱
紀
に
東
洋
哲
学
・
漢
学
を
学
ん
で
い
る
。

あ
る
程
度
の
漢
学
は
修
め
て
い
た
が
、
漢
学
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
た

の
は
清
国
留
学
を
契
機
と
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
中
国
関

係
の
最
初
の
専
著
は
、
二
度
目
の
北
京
か
ら
帰
国
す
る
前
の
明
治
三
八
年

に
出
版
さ
れ
た
『
清
国
通
考
』
第
一
篇
（
三
省
堂
）
で
あ
る（

（1
（

。
服
部
の
経

歴
か
ら
は
伝
統
的
漢
学
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
西
洋
の
新
し

い
学
問
を
漢
学
に
融
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

次
い
で
、
服
部
と
「
調
査
報
告
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

明
治
四
二
年
十
二
月
に
漢
文
教
授
に
関
す
る
調
査
を
文
部
省
か
ら
嘱
託
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
文
部
大
臣
は
小
松
原
英
太
郎
で
あ
る
。
こ
の
取
調
嘱

託
後
の
四
四
年
に
は
、
国
語
調
査
委
員
会
委
員
に
就
任
し
て
い
る
（『
官

報
』
第
八
三
四
〇
号
、
明
治
四
四
年
四
月
十
四
日
）。
そ
の
経
緯
は
詳
ら

か
で
な
い
が
、
同
年
度
に
は
漢
字
典
編
纂
の
た
め
の
特
別
委
員
会
と
、

「
現
行
漢
字
ノ
字
体
ノ
統
一
ヲ
計
ラ
ン
ガ
タ
メ
」
の
起
草
委
員
会
が
開
催

さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
こ
の
た
め
に
活
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
東
京
帝
大

の
漢
学
担
当
の
教
授
で
あ
る
こ
と
や
、
も
と
も
と
文
部
省
と
は
関
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
調
査
委
託
者
と
し
て
の
適
性
を
判
断
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。「
服
部
先
生
自
叙
」
に
は
「
調
査
報
告
」
に
つ
い
て
言
及
は
な
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く
、
本
人
に
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
仕
事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い（

（1
（

。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
影
響
力
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
か

ら
は
、
服
部
の
業
績
の
中
で
は
、
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
も
っ
と
も
、「
服
部
宇
之
吉
外
十
人
」
と
あ
る
の
で
服
部
一
人

の
業
績
で
は
な
い
の
だ
が
、
十
人
の
氏
名
は
不
明
で
あ
る（

（2
（

。

（
二
）
明
治
期
の
漢
文

こ
こ
で
は
、「
学
校
教
育
の
必
要
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ

て
お
く
。
服
部
が
取
調
を
嘱
託
さ
れ
る
数
年
前
、
明
治
三
四
年
に
中
学
校

令
施
行
規
則
が
定
め
ら
れ
、
国
語
及
漢
文
科
が
設
け
ら
れ
、
翌
年
二
月
に

中
学
校
教
授
要
目
が
制
定
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
の
要
目
に
は
各
学
年
で
の
配
当
時

間
や
内
容
、
注
意
点
等
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
文
は
「
講
読
」
の
中
で

国
語
と
棲
み
分
け
て
い
る
。
漢
文
の
講
読
は
、
第
一
学
年
「
第
二
学
期
以

降
ハ
我
国
近
世
作
家
ノ
用
語
平
易
ニ
構
造
簡
易
ナ
ル
短
章
ニ
句
読
、
返
リ

点
、
送
リ
仮
名
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
」、
第
四
学
年
で
は
「
句
読
及
返
リ
点

ヲ
施
シ
送
リ
仮
名
ヲ
省
キ
タ
ル
モ
ノ
」
を
材
料
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
材
料
と
し
て
具
体
的
に
作
者
名
や
書
名
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
第
三
学
年
ま
で
は
邦
人
の
名
し
か
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
第
四
学
年

に
な
っ
て
邦
人
に
加
え
て
「
清
初
作
家
、
唐
宋
八
家
ノ
文
」
が
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
必
要
と
さ
れ
て
い
た
漢
作
文
は

求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た（

（2
（

。
服
部
が
漢
文
教
授
に
関
す
る
調
査
を
委
嘱
さ

れ
、
ま
た
国
語
調
査
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
た
小
松
原
大
臣
時
代
の
四

四
年
七
月
に
は
、
こ
の
中
学
校
教
授
要
目
が
改
正
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
こ
で
は
、

「
国
語
及
漢
文
」
が
「
国
語
講
読
」「
漢
文
講
読
」「
作
文
」「
文
法
」「
習

字
」
の
五
分
野
に
分
か
れ
た
。「
漢
文
講
読
」
の
材
料
に
つ
い
て
は
、「
句

読
点
・
返
点
・
送
仮
名
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヘ
シ
但
シ
送
仮
名
ハ
高
学

年
ニ
於
テ
ハ
便
宜
之
ヲ
省
ク
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
の
は
改
正
前
に
変
わ
り

な
い
と
言
え
る
が
、
具
体
的
な
講
読
の
材
料
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
明

治
三
四
年
の
中
学
校
令
施
行
規
則
制
定
の
前
に
は
漢
文
科
名
存
廃
論
争
が

起
こ
っ
て
お
り
、
漢
文
の
位
置
づ
け
や
学
習
内
容
等
に
対
す
る
異
論
も
提

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が（

（2
（

、
本
稿
で
は
「
調
査
報
告
」
の
前
提
と
し

て
、
科
目
の
中
の
漢
文
の
在
り
方
を
確
認
す
る
に
止
め
て
お
く（

（2
（

。

次
に
、
当
時
の
表
記
言
語
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く（

（2
（

。
明
治
五

年
三
月
に
は
公
的
文
書
に
歴
史
的
仮
名
遣
い
が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の

漢
文
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
代
わ
る
。
そ
の
文
体
は
、
同
年
八
月
に

公
布
さ
れ
た
学
制
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
漢
文
訓
読
調
で
あ
る
。
以
降
、
こ

の
文
体
は
戦
後
に
憲
法
改
正
草
案
が
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
の
口
語
文
を

採
用
す
る
ま
で
、
公
的
に
存
続
し
た（

（2
（

。

た
だ
し
、
文
学
作
品
で
は
明
治
二
十
年
代
以
降
、
言
文
一
致
体
が
大
勢

と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
期
は
国
語
国
字
問
題
と
総
称
さ
れ
る

使
用
言
語
や
文
字
表
記
、
文
体
を
め
ぐ
る
様
々
な
動
き
が
あ
っ
た
。
同
三

五
年
に
は
国
語
調
査
委
員
会
が
発
足
し
、
国
語
改
革
に
動
き
出
し
て
い

た
。
国
語
調
査
委
員
会
は
、
音
韻
文
字
の
採
用
、
言
文
一
致
体
の
採
用
、

国
語
の
音
韻
組
織
の
調
査
、
標
準
語
の
選
定
の
四
件
を
調
査
方
針
と
し
て
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お
り
、
と
く
に
前
二
件
は
「
漢
字
廃
止
と
文
語
文
体
排
斥
を
意
味
し
、
国

字
・
国
文
の
在
り
方
に
大
改
革
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（

（2
（

。

つ
ま
り
、
数
十
年
の
間
に
漢
文
や
漢
文
訓
読
体
は
一
般
に
通
行
す
る
表

記
法
で
は
な
く
な
り
、
訓
読
体
は
後
述
す
る
普
通
文
と
し
て
公
用
文
や
学

術
書
に
限
定
的
に
用
い
ら
れ
、
漢
文
は
教
科
の
中
や
個
人
の
読
書
や
研
究

対
象
に
な
り
、
そ
の
使
用
人
口
や
使
用
機
会
、
学
習
機
会
が
狭
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
と
言
え
、
漢
文
教
育
の
将
来
像
は
見
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
調
査
報
告
」
は
教
科
書
用

の
当
座
の
目
安
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
な

お
、
学
習
対
象
と
し
て
の
漢
文
に
は
、
他
の
外
国
語
同
様
に
現
代
中
国
語

音
で
読
む
と
い
う
方
法
（
直
読
）
も
提
案
さ
れ
て
い
た
が（

（3
（

、「
調
査
報

告
」
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い（

（3
（

。

　

二
、
調
査
報
告
の
本
文
に
つ
い
て

「
調
査
報
告
」
は
、
句
読
法
・
返
点
法
・
添
仮
名
法
・
読
方
と
、
句
読

法
以
下
諸
則
適
用
ノ
例
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
は

漢
作
文
の
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、「
漢
文
教
授
」
と
は
読
み
方

の
教
授
の
み
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
教
材
に
は
句
読
点
、
返

点
、
送
仮
名
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
一
）
句
読
法

句
読
法
は
五
則
か
ら
成
る
。
第
一
に
は
用
い
る
符
号
を
指
定
し
、
第
二

以
降
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
述
べ
る
。
第
二
は
句
点
。
第
三
は
読

点
で
、
甲
か
ら
癸
ま
で
の
十
二
条
に
分
類
さ
れ
る
。
第
四
は
並
列
を
表
す

点
。
第
五
は
詩
賦
に
は
句
点
の
み
を
用
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、「
注
意
」

と
し
て
三
則
が
続
き
、
鉤
括
弧
と
段
落
符
号
の
使
い
方
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。句

読
法
に
は
、
明
治
三
九
年
に
文
部
省
官
房
文
書
課
が
「
分
別
書
キ
方

案
」
と
合
わ
せ
て
発
表
し
た
「
句
読
法
案
」
と
の
関
係
が
窺
え
る（

（3
（

。「
句

読
法
案
」
の
緒
言
に
は
「
現
行
ノ
国
定
教
科
書
修
正
ノ
場
合
ニ
則
ル
ヘ
キ

標
準
ト
ナ
ス
ヲ
目
的
ト
シ
」
と
あ
る
の
で
、
教
科
書
を
想
定
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
「
調
査
報
告
」
は
こ
れ
に
則
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
調
査
報

告
」
が
第
一
則
で
示
す
符
号
は
、
段
落
符
号
を
除
い
て
「
句
読
法
案
」
に

同
じ
で
あ
り
、
用
法
も
ほ
ぼ
同
じ
と
言
え
る
。
だ
が
、
符
号
の
名
称
は
一

つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
こ
と
を
、
以
下
に
確
認
す
る
。

ま
ず
、「
句
読
法
案
」
の
「
。
マ
ル
」「
、
テ
ン
」
に
対
し
て
、「
調
査

報
告
」
は
「
。
句
点
」「
、
読
点
」
の
名
称
を
当
て
て
い
る
。
句
読
と
い

う
語
自
体
が
漢
文
を
読
む
こ
と
か
ら
発
し
て
い
る
た
め
、「
調
査
報
告
」

が
こ
の
名
称
を
用
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
え
っ
て
、「
句
読
法
案
」

が
「
句
読
」
の
名
を
冠
し
て
お
き
な
が
ら
も
「
マ
ル
」「
テ
ン
」
の
名
称

を
採
用
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い（

（3
（

。
こ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
が
、「
句

読
法
案
」
は
教
科
書
を
用
い
る
学
童
で
は
な
く
て
教
科
書
を
作
成
す
る
側



日本漢文学研究 14

— 50 —

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
平
易
な
名
称
を
使
う
必
要
は

な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
国
語
調
査
委
員
会
が
方
針
と
し
て
い
る
漢
字
廃
止

を
先
取
り
し
て
、
こ
の
よ
う
な
語
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
い
で
「
調
査
報
告
」
が
「
・
」
に
当
て
る
「
並
列
点
」
は
由
来
の
あ

る
語
で
は
な
い
ら
し
い
が（

（3
（

、「
句
読
法
案
」
が
対
応
さ
せ
る
「
ポ
ツ
」
も

新
し
い
用
法
の
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
、
並
列
を
表
す
「
・
」
自
体
が
比

較
的
新
し
い
概
念
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

最
後
に
、「
」『
』
に
対
し
て
は
、「
調
査
報
告
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
単

鉤
」「
双
鉤
」
と
命
名
し
、「
句
読
法
案
」
は
「
カ
ギ
」「
フ
タ
ヘ
カ
ギ
」

と
称
す
る
。「
調
査
報
告
」
が
用
い
た
「
単
鉤
」「
双
鉤
」
は
中
国
由
来
の

語
で
あ
り
、
主
と
し
て
運
筆
の
方
法
を
言
う
と
解
さ
れ
る
が
、「
調
査
報

告
」
は
こ
の
二
語
に
新
た
な
意
味
を
付
与
し
た
と
言
え
る（

（3
（

。
こ
の
徹
底
し

た
名
称
の
相
違
は
、
漢
文
に
は
和
語
で
は
な
く
漢
語
を
用
い
る
と
い
う
、

調
査
報
告
者
の
自
覚
や
矜
持
に
起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
惜
し
む

ら
く
は
、「
単
鉤
」「
双
鉤
」
の
新
し
い
用
法
が
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（3
（

、「
調
査
報
告
」
の
末

尾
に
附
さ
れ
た
適
用
ノ
例
に
は
、「
」『
』
の
い
ず
れ
も
使
わ
れ
て
い
な

い
。
段
落
符
号
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、
服
部
の
『
中

等
論
理
学
』『
倫
理
学
』『
清
国
通
考
』
に
も
「
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
近
代
文
学
に
お
い
て
は
、「
」
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
の
は
明
治

二
二
、
三
年
頃
の
こ
と
と
さ
れ（

（3
（

、「
」
は
言
文
一
致
体
の
文
学
作
品
を
中

心
に
用
い
ら
れ
、
普
通
文
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。「
句
読
法
案
」
に
倣
っ
て
単
鉤
・
双
鉤
を
規
定
し
た
も
の

の
、
報
告
者
に
は
馴
染
み
の
な
か
っ
た
符
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。な

お
、「
調
査
報
告
」
の
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
本
文
に
は
、
並
列

の
場
合
の
読
点
し
か
付
し
て
い
な
い
。
服
部
の
『
中
等
論
理
学
』『
倫
理

学
』『
清
国
通
考
』
に
は
句
読
点
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
調
査
報
告
」
の

本
文
表
記
は
当
時
の
公
用
文
の
様
式
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

（
二
）
返
点
法

返
点
法
は
、
六
則
と
「
注
意
」
か
ら
成
る
。
第
一
に
五
種
類
の
返
点
を

規
定
し
、
第
二
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
を
述
べ
る
。「
注
意
」
は
二

種
あ
り
、
第
一
が
返
点
を
用
い
な
い
慣
用
表
現
、
第
二
は
再
読
文
字
と
し

て
の
使
役
の
働
き
を
有
す
る
語
の
特
例
事
項
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
現
在

の
訓
読
法
に
慣
れ
て
い
る
者
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
調
査
報
告
」
が
当
時
ま
で
に
複
数
あ
っ
た
方
法
か
ら
一
つ
を
選
択
し
、

そ
れ
以
外
の
方
法
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

鈴
木
直
治
は
、「
調
査
報
告
」
が
古
来
の
返
点
を
改
め
た
例
と
し
て
、

「
～
ヲ
シ
テ
…
シ
ム
」
と
読
む
「
使
」
等
の
訓
点
と
、「
於
」「
乎
」
の
点

法
の
二
種
を
挙
げ
て
い
る（

（4
（

。
前
者
は
返
点
法
の
「
注
意
」
第
二
の
こ
と
で

あ
り
、
添
仮
名
法
第
七
但
し
書
き
に
も
見
え
る
。
古
来
、
再
読
文
字
と
し

て
「
二レ
」
点
を
用
い
て
読
ん
で
い
た
も
の
を
、「
…
ヲ
シ
テ
」
を
兼
語

に
送
っ
て
「
使
」
等
の
使
役
の
意
味
を
持
つ
字
を
再
読
し
な
い
形
式
に
し
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た
も
の
で
あ
る（

（4
（

。「
於
」「
乎
」
の
点
法
は
、「
調
査
報
告
」
に
は
明
文
化

さ
れ
て
い
な
い
。
用
例
か
ら
鈴
木
が
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
斎
点
の

特
徴
で
あ
る
「
於
」「
乎
」
を
直
接
読
む
点
法（

（4
（

を
採
用
し
な
か
っ
た
と
す

る
。
鈴
木
は
、「
調
査
報
告
」
が
採
用
し
た
の
は
い
ず
れ
も
明
治
後
期
に

多
く
行
わ
れ
て
い
た
訓
法
で
あ
る
と
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
一
斎

の
点
法
は
、
原
文
に
お
け
る
『
於
』・『
乎
』
の
有
無
を
視
覚
的
に
記
憶
し

や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
く
、（
略
）
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

『
調
査
報
告
』
は
、
こ
の
一
斎
点
の
長
所
を
軽
視
し
た
も
の
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る（

（4
（

。
各
種
点
法
の
長
短
を
評
価
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
反
映
さ
せ
る
手
法
は
理
想
的
な
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
一
貫
し
た
法
則
を
持
た
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。「
調
査
報
告
」
は

そ
の
よ
う
な
方
法
は
と
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

鈴
木
の
指
摘
の
他
に
も
、
一
本
化
さ
れ
た
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
以
下
に

述
べ
る
。

ま
ず
、
返
点
の
呼
称
で
あ
る
。
第
一
則
に
返
点
の
種
類
が
示
さ
れ
る

が
、

　
（
イ
）
ㇾ
（
れ
点
）

と
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
読
み
が
な
を
ひ
ら
が
な
で
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

古
来
の
「
カ
リ
ガ
ネ
（
雁
）
点
」
と
い
う
語
を
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
符
号
の
形
態
が
、
雁
の
よ
う
な
形
か
ら
レ
に
変
化
し

定
着
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
活
字
印
刷

に
お
い
て
点
の
形
が
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

次
に
返
点
の
使
い
方
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
複
数
指
摘
で
き

る
。
一
つ
は
、
レ
点
の
使
い
方
で
あ
る
。
第
二
則
に
は
、

　

レ
ノ
符
号
ハ
一
字
ツ
ツ
顚
読
ス
ル
場
合
ニ
用
フ

と
あ
る
。
桂
庵
玄
樹
〔
一
四
二
七
―
一
五
〇
八
〕
の
訓
法
を
述
べ
た
『
桂

菴
和
尚
家
法
倭
点（

（4
（

』
に
は

カ
リ
ガ
子
ノ
点
ノ
事
。
…
…
二
字
三
字
。
乃
至
五
六
字
マ
テ
モ
、
下

ヨ
リ
読
ミ
ノ
ホ
セ
ハ
、
可
レ

用
レ

雁
―

金
ヲ

也
。
不
レ

可
レ

用
フ

二
一
二
ノ

点
ヲ

一。

雖
ト
モ

レ

三
字
、
中
カ
ニ

于
於
等ト

ウ
ノ

置
―

字
ア
ラ
ハ
、
可
レ

用
フ

二

一
二
ノ
点
ヲ

一。

（
後
略
）

と
あ
る
。
名
詞
句
や
体
言
化
さ
れ
た
語
句
で
あ
れ
ば
二
字
以
上
で
も
レ
点

で
返
読
し
、
置
き
字
を
含
む
語
句
で
あ
れ
ば
一
二
点
を
用
い
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
文
の
構
造
の
違
い
を
点
の
使
い
方
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
貝
原
益
軒
〔
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
〕『
点
例
』
に
も
熟
語
等
を
返

読
す
る
場
合
に
レ
点
を
用
い
る
例
が
見
え
る
。
通
例
に
「
省
ク

レ

点
ヲ

例
」

と
し
て（

（4
（

、
論
語
里
仁
篇
ノ

不
レ

能
二

以
レ

礼
―

譲
ヲ

為
レ

国
ヲ

杜
詩
ニ

香
烟
欲
二

傍
テ

レ

袞
―

龍
ニ

浮
ン
ト

一

三
体
詩
ニ

欲
払
テ

レ

柴
―

門
ヲ

一

迎
ヘ
ン
ト

二

遠
客
ヲ

一

右
ノ

以
二

礼
譲
一

傍
二

袞
龍
一

払
二

柴
門
一

ナ
ト
カ
ヤ
ウ
ニ
一
二
ヲ
付
ス
シ
テ
カ
ヘ
リ
点
ハ

カ
リ
ニ
テ
ヨ
シ
一
二
ヲ
付
レ
ハ
上
ト
下
ニ
ハ
上
下
ヲ
付
ル
モ
ム
ツ
カ

シ
ケ
レ
ハ
略
シ
テ
一
二
ヲ
ツ
ケ
ズ

と
あ
る
。
一
二
点
を
使
う
と
上
下
点
が
必
要
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
省
略

し
て
レ
点
と
豎
点
を
用
い
る
と
い
う
。『
桂
庵
』
と
『
点
例
』
と
で
は
意
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図
す
る
所
が
異
な
る
が
、
熟
語
を
レ
点
で
返
る
と
い
う
用
法
は
同
じ
で
あ

る
。
齋
藤
文
俊
の
調
査
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
用
法
は
江
戸
時
代
に
は
あ

る
程
度
通
用
し
て
お
り
、
決
し
て
奇
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る（

（4
（

。「
調
査
報
告
」
は
こ
れ
を
否
定
し
て
、
一
字
返
る
な
ら
ば
レ
点
、

二
字
以
上
を
返
る
な
ら
ば
一
二
点
と
定
め
た
。
小
林
芳
規
に
よ
れ
ば
、
雁

点
は
そ
も
そ
も
一
字
を
返
読
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ（

（4
（

、「
調
査
報

告
」
が
原
点
に
返
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
字
数
に

基
づ
き
点
を
ふ
る
と
い
う
合
理
性
を
優
先
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
ま
た
、
こ
こ
で
同
時
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
調
査
報
告
」

は
豎
点
を
規
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
豎
点
は
、
熟
語
と
し

て
読
む
こ
と
や
、
音
訓
い
ず
れ
で
読
む
か
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る

が
、
豎
点
を
採
用
し
な
い
こ
と
も
、
レ
点
で
熟
語
を
返
読
し
な
い
こ
と
の

理
由
に
な
る
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
加
え
て
、
こ
こ
で
規
定
し
た
レ
点
の
用
法
は
、

上
述
の
使
役
の
点
法
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
一
字
を
返
読
す
る
と
し
た
以

上
、
兼
語
が
二
字
以
上
の
場
合
も
あ
る
使
役
の
構
文
に
レ
点
を
用
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
複
数
字
を
返
読
す
る
返
点
（
文
字
点
）
を
併
用
す
る
場
合

の
順
序
で
あ
る
。「
調
査
報
告
」
は
、
一
二
三
点
、
上
下
又
上
中
下
点
、

甲
乙
丙
丁
等
、
天
地
又
天
地
人
の
順
と
す
る
。
こ
の
順
序
も
、
例
え
ば

「
調
査
報
告
」
と
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
冨
山
房
の
漢
文
大
系（

（4
（

を
見
る

と
、
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
上
下
ま
た
は
上
中
下
点
の
次
に
用
い
ら
れ
る

甲
乙
等
の
点
に
つ
い
て
、
第
五
則
に

甲
乙
丙
丁
等
ノ
符
号
ハ
前
三
種
ノ
符
号
ヲ
用
ヒ
タ
ル
以
外
更
ニ
顚
読

ス
ル
場
合
ニ
用
フ
但
一
二
三
等
ノ
符
号
ヲ
用
ヒ
タ
ル
外
ニ
尚
上
中
下

三
箇
ノ
符
号
ニ
テ
足
ラ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
直
ニ
此
ノ
符
号
ヲ
用
フ
ル
コ

ト
ヲ
得

と
あ
り
、
そ
の
用
例
（
一
）
蘇
軾
・
表
忠
観（

（5
（

の
一
文
は
、

甚
非
乙

所
下

以
勧
二

奨
忠
臣
一

、
慰
中

答
民
心
上

之
義
甲

。

に
作
る
が
、
漢
文
大
系
本
『
唐
宋
八
家
文（

（5
（

』
は
甲
乙
点
で
は
な
く
天
地
点

を
用
い
る
。「
調
査
報
告
」
用
例
（
二
）
韓
愈
・
原
毀
は
、

謂
丙

不
下

以
二

衆
人
一

待
中

其
身
上

、
而
以
二

聖
人
一

望
乙

於
人
甲

。

に
作
る
が
、
漢
文
大
系
本
『
文
章
軌
範（

（5
（

』
は
甲
乙
丙
点
と
上
中
下
点
が
入

れ
替
わ
る（

（5
（

。
甲
乙
等
の
次
に
用
い
ら
れ
る
天
地
点
に
つ
い
て
は
、
第
六
に

天
地
又
天
地
人
ノ
符
号
ハ
前
四
種
ノ
符
号
ヲ
用
ヒ
タ
ル
以
外
更
ニ
顚

読
ス
ル
場
合
ニ
用
フ

と
あ
り
、
韓
愈
・
代
張
籍
与
李
淛
東
書
の
次
の
一
文
を
例
に
挙
げ
る
。

使
人

籍
誠
不
乙

以
下

畜
二

妻
子
一

、
憂
中

飢
寒
上

乱
甲
レ

心
、
有
二

銭
財
一

以
済
地

医
薬
天

、
其
盲
未
レ

甚
、
庶
幾
其
復
見
二

天
地
日
月
一。

こ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
大
系
本
『
文
章
軌
範
』
は
天
地
人
点
の
配
置
は

同
じ
で
あ
る
が
、
甲
乙
丙
点
と
上
中
下
点
が
入
れ
替
わ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
は
、
文
字
点
の
使
用
順
は
加
点
者
に
よ
り
異
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
中
下
、
甲
乙
、
天
地
等
の
先

後
関
係
は
、
読
む
側
や
加
点
す
る
側
が
対
応
関
係
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、

読
解
に
差
し
障
り
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。「
調
査
報
告
」
が
文
字
点
の
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使
用
順
を
定
め
た
の
は
、
管
理
を
好
む
教
育
行
政
的
姿
勢
の
表
れ
で
あ

る
。
使
用
順
を
定
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
違
う
と
誤
答
と
判
定
さ

れ
る
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
、「
調
査
報
告
」
が
そ
れ
以
前
の
訓
点
に
対
し
て
、
統
一
基
準

を
示
し
た
と
判
断
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

な
お
、
最
後
に
附
さ
れ
る
「
注
意
」
の
第
一
は
、
返
点
を
施
さ
な
い
も

の
で
、「
所
謂
（
い
は
ゆ
る
）」「
加
之
（
し
か
の
み
な
ら
ず
）」「
就
中

（
な
か
ん
づ
く
）」「
云
爾
（
し
か
い
ふ
）」
の
四
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
「
加
之
」「
就
中
」
は
、
後
述
す
る
『
送
仮
名
法
』
の
第
八
則
除
外

二
に
「
漢
字
ノ
熟
語
ヲ
訓
読
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
、
送
仮
名
ヲ
附
セ
ズ
」
と

し
て
見
え
る
例
で
も
あ
る
。

（
三
）
添
仮
名
法

添
仮
名
法
は
、
七
則
と
「
注
意
」
か
ら
成
る
。
第
一
は
、
送
り
仮
名
に

つ
い
て
。
第
二
は
、
漢
字
の
読
み
に
は
該
当
し
な
い
が
添
付
し
て
読
む
語

に
つ
い
て
。
第
三
・
第
四
は
、
時
を
表
す
語
に
つ
い
て
。
第
五
・
第
六
は

敬
語
に
つ
い
て
。
第
七
は
再
読
文
字
。「
注
意
」
は
、
慣
用
表
現
に
つ
い

て
。
以
下
に
主
な
特
色
を
論
じ
る
。

第
一
の
規
定
に
は

送
仮
名
ハ
左
ノ
三
項
ノ
場
合
ヲ
除
ク
外
ハ
国
語
調
査
委
員
会
ニ
テ
定

メ
タ
ル
送
仮
名
法
ノ
本
則
ニ
準
拠
ス

と
あ
る
。『
送
仮
名
法
』
の
公
表
は
明
治
四
〇
年
で
あ
る（

（5
（

。
国
語
調
査
委

員
会
が
漢
字
廃
止
、
言
文
一
致
体
の
採
用
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、
そ
の
調
査
方
針
を
明
記
し
た
「
国
語
調
査
委
員
会
決
議
事

項
」（『
官
報
』
第
五
六
九
九
号
、
明
治
三
五
年
七
月
四
日
）
に
は
、「
普

通
教
育
ニ
於
ケ
ル
目
下
ノ
急
ニ
応
セ
ン
カ
タ
メ
ニ
左
ノ
事
項
ニ
就
キ
テ
別

ニ
調
査
ス
ル
所
」
と
し
て
六
点
を
挙
げ
、
う
ち
に
二
点
目
に
「
現
行
普
通

文
体
ノ
整
理
ニ
就
キ
テ
」
と
あ
る
。
決
議
事
項
に
送
仮
名
に
関
す
る
言
及

は
見
え
な
い
が
、
設
置
当
初
か
ら
送
仮
名
の
問
題
も
議
案
と
な
り
、
調
査

が
な
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。『
送
仮
名
法
』
例
言
に
「
一
般
ノ
法
文
、
教
科
用
書

等
ニ
於
テ
、
少
ナ
ク
ト
モ
大
体
ノ
統
一
ヲ
有
セ
シ
ム
ベ
キ
ハ
国
家
ノ
体
面

上
ヨ
リ
イ
フ
モ
必
要
ナ
リ
」、「
現
行
普
通
文
ヲ
標
準
ト
シ
テ
規
定
シ
タ

ル
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、「
普
通
教
育
ニ
於
ケ
ル
目
下
ノ
急
ニ
応
セ
ン

カ
タ
メ
ニ
」「
普
通
文
体
ノ
整
理
」
の
一
環
と
し
て
作
成
・
公
表
が
な
さ

れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
「
普
通
文
」
と
は
、
明
治
三
十
年
代
に

完
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
漢
文
訓
読
体
と
和
文
・
欧
文
直
訳
体
が
融
合
し

て
で
き
た
文
体
で
あ
り
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
公
用
文
の
文
体
と
し
て
昭

和
に
入
っ
て
も
用
い
ら
れ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
公
用
文
に
は
用
い
ら
れ

な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。『
送
仮
名
法
』
や
「
調
査
報
告
」
の
文
体
が

そ
れ
で
あ
り
、
服
部
の
『
中
等
論
理
学
』『
倫
理
学
』『
清
国
通
考
』
の
文

体
も
普
通
文
で
あ
る
と
言
え
る
。『
送
仮
名
法
』
に
は
候
体
の
例
文
も
あ

る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
明
治
期
の
文
語
文
を
指
し
て
普
通
文
と
称
す
る（

（5
（

。

上
述
の
句
読
法
は
、「
句
読
法
案
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る

も
の
の
、
そ
の
名
を
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
が
、『
送
仮
名
法
』
の
こ
と
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は
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
句
読
法
案
」
の
名
を
出
さ
な
い
の
は
、
そ
れ
と

は
全
く
別
の
符
号
名
を
用
い
た
か
ら
で
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
送
仮

名
法
』
は
、
漢
文
教
授
に
関
す
る
調
査
の
間
に
服
部
も
委
員
と
な
っ
た
国

語
調
査
委
員
会
の
成
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
に
拠
る
こ
と
は
前
提

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
送
仮
名
法
ノ
四
綱
領
」
に
は
、

（
１
）
活
用
語
ノ
語
尾
変
化
ヲ
カ
キ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ト
。

（
２
）
語
ノ
末
ニ
附
属
ス
ル
助
詞
、
助
動
詞
ヲ
カ
キ
カ
ラ
ハ
ス
コ
ト
。

（
３
）
語
ノ
末
ニ
含
マ
ル
ル
接
尾
語
ヲ
カ
キ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ト
。

（
４
）
漢
字
ヲ
音
読
セ
ル
モ
ノ
ハ
漢
字
以
外
ヲ
カ
キ
ア
ラ
ハ
ス
コ
ト
。

と
あ
る
。
普
通
文
自
体
が
漢
文
訓
読
体
の
影
響
が
強
い
た
め
に
、『
送
仮

名
法
』
に
は
漢
文
や
訓
読
由
来
の
語
や
例
文
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
第
一
則
「
漢
字
ヲ
以
テ
活
用
語
（
動
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
）
ヲ

書
キ
ア
ラ
ハ
ス
ト
キ
ハ
、
語
尾
ノ
活
用
ス
ル
部
分
ヲ
送
仮
名
ト
ナ
ス
ベ

シ
」
に
は
以
下
の
文
が
見
え
る
。

　

除
外
一　

也4

ノ
終
止
形
、
候4

ノ
連
体
形
、
終
止
形
ニ
ハ
送
ラ
ズ
。

（
例
）
朝
ニ
道
ヲ
聞
イ
テ
、
夕
ニ
死
ス
ト
モ
可
也（

（5
（

。（
中
略
）

　

除
外
三　

曰4

ハ
ハ4

ヲ
送
ラ
ズ
。

（
例
）
孔
子
曰
ク

4

4

仁
者
ハ
山
ヲ
楽
シ
ム
ト
。

附
録
の
「
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
ニ
当
ツ
ル
普
通
ノ
漢
字
ニ
シ

テ
二
字
以
上
ノ
仮
名
ヲ
送
ル
ベ
キ
モ
ノ
（
形
容
動
詞
ヲ
除
ク
）」
に
も
、

「
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
」「
オ
モ
ヘ
ラ
ク
」「
コ
ヒ
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
」
等
の
訓
読
語
が

多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漢
文
教
授
用
の
送
仮
名
の
付
け
方
が
ほ

ぼ
定
め
ら
れ
て
い
る
に
等
し
い
。
で
は
、「
調
査
報
告
」
が
『
送
仮
名

法
』
に
従
わ
な
か
っ
た
三
項
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
甲
）
受
身
ノ
助
動
詞
ニ
該
当
ス
ル
漢
字
ニ
ハ
全
部
仮
名
ヲ
附
ス

（
乙
）
也
ヲ
「
ヤ
」、
者
ヲ
「
ハ
」、
與
ヲ
「
ヨ
リ
」
ト
訓
ス
ル
場
合

ニ
ハ
各
々
全
部
仮
名
ヲ
附
シ
由
、
自
、
従
ヲ
「
ヨ
リ
」
ト
訓
読
ス
ル

場
合
ニ
ハ
最
後
ノ
一
音
ヲ
附
ス

（
丙
）
送
仮
名
法
第
八
則
ニ
挙
ケ
タ
ル
以
外
ノ
二
音
ノ
副
詞
ト
雖
モ

送
仮
名
ヲ
附
ス
ル
ヲ
便
利
ト
ス
ル
場
合
ニ
ハ
最
後
ノ
一
音
ヲ
附
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

最
初
の
（
甲
）
の
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
送
仮
名
法
ノ
四
綱

領
」（
１
）
に
該
当
し
な
い
例
で
あ
り
、
受
身
の
「
見
」「
被
」
等
に
つ
い

て
は
、
送
仮
名
と
読
仮
名
の
区
別
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
の

（
乙
）
も
読
仮
名
に
言
及
し
て
お
り
、（
甲
）（
乙
）
と
も
に
漢
文
に
お
い

て
は
読
仮
名
と
送
仮
名
と
の
区
別
を
明
瞭
に
す
る
と
い
う
原
則
が
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。「
調
査
報
告
」
に
お
け
る
添
仮
名
と
は
、
あ
く
ま

で
も
漢
文
の
読
み
方
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
書
き
下
す
際
の
漢
字
と
か

な
の
書
き
分
け
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
の
（
丙
）
が
拠
り
所
と
す
る
『
送
仮
名
法
』
第
八
則
は
、

二
音
ノ
副
詞
モ
シ
、
ヨ
シ
、
ヨ
ク
、
カ
ク
、
ノ
四
語
、
及
ビ
三
音
以

上
ノ
副
詞
、
接
続
詞
ニ
用
井
ラ
レ
タ
ル
漢
字
ニ
ハ
、
最
後
ノ
一
音
ヲ

送
仮
名
ト
シ
テ
添
フ
ベ
シ
。
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と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
丙
）
は
、『
送
仮
名
法
』
が
送
仮
名
を
付
す
べ
き

二
音
の
副
詞
を
四
語
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
異
を
唱
え
て
い
る

の
で
あ
る
。「
調
査
報
告
」
の
例
に
は
、「
故
ト
」「
将
タ
」「
唯
ダ
」「
猶

ホ
」
の
四
語
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
「
将
タ
」
は
、『
送
仮
名
法
』
第
八

則
「
説
明
」
に
「
但
シ
今
、
扨
、
将
、
又
、
且
ノ
如
キ
漢
字
ノ
下
ニ
尚
一

字
ノ
仮
名
ヲ
送
ラ
ン
コ
ト
ハ
、
余
リ
ニ
過
冗
ナ
ル
ヤ
ノ
感
ア
リ
」
と
あ
る

が
、
調
査
報
告
は
こ
の
「
将
」
を
あ
え
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、『
送
仮

名
法
』
は
国
定
教
科
書
用
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
官
報
の
基
準
を
定
め
た
内
閣
官
報
局
の
「
送
仮
名
法
」
に
は
「
将

タ
」「
猶
ホ
」
と
送
り
仮
名
を
付
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
一
方
で
、

「
唯
」
は
内
閣
官
報
局
版
「
送
仮
名
法
」
で
も
、
送
仮
名
を
付
さ
な
い
と

し
て
い
る（

（6
（

。「
調
査
報
告
」
が
（
丙
）
を
定
め
た
の
は
、
漢
文
の
専
門
家

と
し
て
の
矜
持
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、「
便

利
ト
ス
ル
場
合
」
と
し
か
言
わ
な
い
の
は
、
異
論
を
述
べ
る
に
し
て
は
説

明
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
送
仮
名
は
、
外
国
語
の
表
記
文
字
で
あ

る
漢
字
を
和
語
で
読
む
と
い
う
性
質
上
、
用
い
る
側
が
適
宜
付
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
の
で
、こ
の
よ
う
な
揺
ら
ぎ
を
避
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
三
・
第
四
の
時
を
表
す
語
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
文
俊
が
漢
文
訓
読
上

の
変
遷
を
論
じ
て
お
り
、
明
治
後
期
の
用
法
で
あ
る
と
す
る（

（6
（

。
第
二
、
第

三
、
第
四
に
つ
い
て
は
、
送
り
が
な
を
簡
素
に
し
、
特
異
で
あ
る
と
も
言

わ
れ
る
一
斎
点
を
否
定
し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
か（

（6
（

。

第
五
・
第
六
は
、
敬
語
の
使
用
対
象
を
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五

に
は
「（
略
）
但
敬
語
ハ
叙
言
叙
事
ニ
論
無
ク
我
カ
帝
室
ニ
関
ス
ル
場
合

ノ
外
ニ
ハ
之
ヲ
用
ヒ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
り
、
当
時
の
教
育
行
政
の
方

針
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
は
、「
孔
子
曰
」
を
「
コ
ウ

シ
ノ
タ
マ
ハ
ク
」
と
読
む
よ
う
な
こ
と
が
一
部
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
こ
の
「
調
査
報
告
」
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
わ
け
で
あ
る（

（6
（

。
文
部
省
の

嘱
託
事
業
で
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
の
規
定
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

第
七
は
再
読
文
字
で
あ
る
が
、
返
点
法
「
注
意
」
に
も
触
れ
て
い
た
、

使
役
の
文
字
の
規
定
が
特
徴
で
あ
る
。

（
四
）
読
方

読
方
は
、
七
則
か
ら
成
る
。
第
一
は
、
特
殊
な
読
み
方
を
す
る
固
有
名

詞
。
第
二
は
、
呉
音
で
読
む
例
。
第
三
は
、
誤
用
由
来
の
慣
用
音
。
第
四

は
、『
康
熙
字
典
』
と
異
な
る
慣
用
音
。
第
五
は
、
不
読
の
助
詞
。
第
六

は
、
意
訳
を
あ
て
る
熟
語
。
第
七
は
、
再
読
文
字
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
一
か
ら
第
四
ま
で
は
、
そ
の
前
提
に
漢
音
で
読
む
と
い
う
原
則
が
あ

る
か
ら
こ
そ
の
例
外
規
定
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
原
則
は
明
言
さ
れ
て

い
な
い
。
当
時
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
常
識
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た

め（
（6
（

、
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
の
不
読
の
助
詞
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
字
義
解
釈
に
も
関
わ
っ
て

く
る
こ
と
で
あ
る
。
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
は
鈴
木
が
詳
し
く
論
じ
て
い

る
の
で（

（6
（

、
こ
こ
で
は
「
調
査
報
告
」
の
方
針
と
い
う
観
点
か
ら
少
し
く
論
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じ
る
こ
と
に
す
る
。

鈴
木
は
、「
調
査
報
告
」
の
規
定
は
主
と
し
て
当
時
の
一
般
的
な
訓
法

に
よ
る
と
し
た
上
で
、「
調
査
報
告
」
が
「
意
義
ヲ
害
セ
サ
ル
限
リ
助
詞

ハ
之
ヲ
省
キ
テ
読
ム
ヘ
シ
」
と
解
説
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
読
ま
れ
な
い

字
は
「
無
意
味
な
置
き
字
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
」
が
あ
り
、「
読

み
表
さ
れ
る
語
気
助
詞
は
、
そ
の
読
み
表
わ
す
訓
に
、
重
大
な
意
味
が
あ

る
も
の
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
」
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
す
る（

（6
（

。
大
島

も
、「
調
査
報
告
」
の
解
説
の
し
か
た
に
つ
い
て
「
何
と
も
不
明
確
な
定

義
で
、
い
っ
た
い
意
義
と
は
何
か
、
省
読
さ
れ
る
文
字
は
無
意
味
な
文
字

で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
直
ち
に
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
」
と
言

い
、
続
け
て
、
助
字
あ
る
い
は
置
き
字
の
読
み
方
と
は
、「
調
査
報
告
」

以
前
の
訓
法
の
展
開
に
お
い
て
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
、「
い
か
な

る
訓
読
観
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
視
点
に
立
て
ば
、「
調
査
報
告
」
の
規
定
は
、
訓
読

そ
の
も
の
の
意
義
を
忽
せ
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
不
明
確
な
定
義
」
に
つ
い
て
私
見
を
示
せ
ば
、「
調
査
報
告
」
の
「
意

義
ヲ
害
セ
サ
ル
限
リ
」
と
は
そ
の
字
を
読
み
表
わ
さ
な
く
と
も
原
文
の
意

味
が
伝
わ
る
場
合
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（6
（

。
換
言
す
れ

ば
、
逐
語
訳
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
助
字
の
訳
出
に
意
を
砕
か
な
く
と
も
よ
い
と

解
さ
れ
る
点
に
お
い
て
は
、
助
字
を
軽
ん
じ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
成
り

立
つ
。

「
調
査
報
告
」
の
不
読
の
助
詞
の
規
定
の
背
景
に
は
、
中
学
校
に
お
い

て
漢
作
文
が
必
要
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、
漢
文
に
特
徴
的
な
助
字
を
用

い
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
漢
文
を

書
き
表
す
必
要
が
な
い
の
で
、
そ
の
字
の
存
在
を
意
識
し
て
訳
出
す
る
必

要
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
調
査
報
告
」
が
訓
読
を

い
か
に
意
義
づ
け
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
漢

文
の
位
置
づ
け
や
、
国
語
の
一
領
域
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
外
国
語
で

あ
る
の
か
と
い
う
認
識
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
如

上
の
言
及
に
止
め
て
お
く
。

第
六
に
は
、「
無
寧
（
ム
シ
ロ
）
一
任
（
サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ
）
聞
説

（
キ
ク
ナ
ラ
ク
）
就
使
（
タ
ト
ヒ
）
ノ
類
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
中
で
『
送

仮
名
法
』
に
見
え
る
も
の
は
な
い
が
、
第
八
則
除
外
二
「
仮
令
」
を
タ
ト

ヒ
と
読
ん
で
い
る
可
能
性
は
あ
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
の
語
は
、
漢
文
に
特
徴
的
な

読
み
方
で
あ
る
か
ら
明
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
句
読
法
以
下
諸
則
適
用
ノ
例

以
上
の
項
目
だ
け
で
は
実
際
に
ど
う
読
む
の
か
、
判
然
と
し
な
い
こ
と

も
多
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
適
用
ノ
例
が
あ
る
。
鈴
木
は
、「
調
査
報

告
」
の
「
訓
読
の
し
か
た
の
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
、（
略
）
原

文
の
意
味
を
国
語
に
訳
読
す
る
た
め
に
添
え
る
助
詞
や
助
動
詞
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
の
添
え
方
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
い（

（7
（

、
し
か
し

「
国
語
に
訳
読
す
る
た
め
の
添
え
仮
名
に
つ
い
て
、
規
律
的
な
こ
と
は
、
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あ
ま
り
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う（

（7
（

。
思
う
に
、「
調
査
報
告
」

で
は
、
添
仮
名
の
規
律
性
ま
で
を
規
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

適
用
ノ
例
に
は
、「
日
本
外
史
巻
五
楠
氏
」「
齋
藤
正
謙
遊
箕
面
山
遂
入

京
記
」「
韓
愈
伯
夷
頌
」
の
三
つ
の
長
文
を
挙
げ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
当
時
の
漢
文
講
読
の
材
料
に
は
邦
人
の
作
品
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
承
け
て
こ
れ
ら
の
文
を
選
択
し
た
と
言
え
る
。
特
に
、『
日
本
外

史
』
は
、
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

（7
（

。
さ
ら
に
言
え
ば
、

「
忠
臣
は
二
君
に
事
へ
ず
」（
返
点
法
第
三
〔
四
〕
用
例
）
を
賞
賛
す
る
韓

愈
・
伯
夷
頌
の
選
択
に
も
、
敬
語
使
用
の
制
限
や
「
教
育
勅
語
」
の
引
用（

（7
（

と
と
も
に
、
当
時
の
教
育
行
政
へ
の
忠
実
さ
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

「
調
査
報
告
」
は
、
第
一
に
は
文
部
省
の
嘱
託
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
先
行
す
る
「
句
読
法
案
」『
送
仮
名
法
』
に
準
拠
し
、
当
時
の
教
育

行
政
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
で
も
漢
文
と
い

う
対
象
を
扱
う
こ
と
へ
の
自
負
が
、
句
読
符
号
の
名
称
の
不
一
致
や
、

『
送
仮
名
法
』
と
は
異
な
る
用
法
に
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
教
科

書
用
の
基
準
と
い
う
点
で
は
、
先
行
研
究
が
論
じ
る
よ
う
に
当
時
の
一
般

的
な
訓
読
法
に
従
い
つ
つ
、
運
用
し
や
す
い
法
則
性
を
重
視
す
る
傾
向
が

あ
る
。
例
え
ば
、
返
点
の
用
法
に
お
い
て
は
豎
点
を
使
用
せ
ず
、
レ
点
を

一
字
返
読
に
限
定
し
、
そ
れ
に
伴
い
使
役
の
形
を
確
定
さ
せ
、
ま
た
熟
語

は
原
則
と
し
て
音
読
す
る
こ
と
も
示
す
と
い
う
、
一
貫
す
る
法
則
が
見
い

だ
せ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
い
か
に
合
理
的
に
返
点
を
運
用
す
る
か
と

い
う
視
点
で
あ
り
、
漢
文
の
読
み
方
を
ど
の
よ
う
に
点
に
表
出
す
る
か
と

い
う
思
想
は
後
退
し
て
い
る
。
そ
れ
は
不
読
の
助
詞
の
規
定
に
つ
い
て
も

言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
送
仮
名
法
』
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る

が
、
添
仮
名
法
、
読
方
に
つ
い
て
は
、
原
則
は
立
て
る
が
そ
れ
を
貫
通
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
原
則
と
習
慣
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
。
学
術

的
理
論
に
基
づ
く
原
則
を
尊
重
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
的
な
処
理
を
行

う
の
で
あ
る
。
添
仮
名
法
、
読
方
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
普
通
文
と
の
関

わ
り
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、「
調
査
報
告
」
は
、
明
確
な
訓
読
観
に
基
づ
い
て

あ
る
べ
き
訓
読
の
姿
を
示
し
た
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
漢
文
教

授
法
と
し
て
行
政
的
、
現
実
的
、
合
理
的
処
置
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
「
調
査
報
告
」
に
従
う
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
「
調
査
報
告
」
の
示
す
訓
読
の
背

景
と
し
て
の
、
当
時
の
国
語
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
も
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
注
）

（
１
）
大
学
漢
文
教
育
研
究
会
訓
点
研
究
部
会
（
原
田
種
成
）「
漢
文
教
科
書
の

訓
点
の
研
究
に
つ
い
て
」（『
斯
文
』
第
五
六
号
、
昭
和
四
四
年
五
月
）
に
、
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こ
の
「
調
査
報
告
」
を
「
逐
一
検
討
し
た
結
果
、
二
、
三
の
点
を
除
け
ば
、

大
体
に
お
い
て
、
さ
し
た
る
不
合
理
な
点
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
漢
文
教

科
書
の
訓
読
が
、
大
筋
に
お
い
て
こ
れ
に
準
拠
す
れ
ば
、
不
統
一
は
避
け
ら

れ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」「
時
間
を
か
け
て
研
究
し
た
わ
り
に
は
、
格

別
に
明
治
四
五
年
の
調
査
報
告
の
中
に
不
合
理
な
点
も
発
見
さ
れ
ず
、
改
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
も
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
特
に
不
合
理
な
も
の
で

は
な
い
と
評
し
て
い
る
。

（
２
）
一
九
七
五
年
光
生
館
中
国
語
研
究
・
学
習
双
書
。

（
３
）
同
第
三
章
「
明
治
以
後
に
お
け
る
訓
読
」。

（
４
）
同
二
一
一
頁
。

（
５
）『
講
座
日
本
語
学
７　

文
体
史
Ⅰ
』
昭
和
五
七
年
明
治
書
院
。

（
６
）
同
二
四
二
頁
。

（
７
）
同
二
四
三
頁
。

（
８
）
橋
本
秀
美
『『
論
語
』
―
―
心
の
鏡
』（
二
〇
〇
九
年
岩
波
書
店
）
は
、

『
論
語
』
の
書
き
下
し
文
を
載
せ
る
に
あ
た
り
清
原
家
の
系
統
の
訓
読
を
採

用
し
、「
江
戸
時
代
以
降
、
清
原
家
流
の
訓
読
は
徐
々
に
劣
勢
と
な
り
、
帝

国
主
義
時
代
に
は
、
漢
字
は
で
き
る
だ
け
音
読
み
で
済
ま
す
と
い
う
半
直
読

半
翻
訳
の
変
体
言
語
が
学
校
教
育
を
通
し
て
普
及
さ
せ
ら
れ
た
。
分
か
っ
た

よ
う
で
分
か
ら
な
い
言
葉
を
使
う
の
は
、
無
知
な
人
間
を
誤
魔
化
す
の
に
便

利
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
平
安
時
代
以
来
の
伝
統
的
訓
読
は
、

随
分
ま
っ
と
う
な
翻
訳
に
近
い
」（
一
一
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
９
）
前
掲
書
二
一
七
頁
。

（
10
）「
調
査
報
告
」
を
は
じ
め
と
す
る
引
用
文
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
該
当
す

る
常
用
漢
字
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
改
め
る
が
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま

と
し
た
。「
調
査
報
告
」
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
お
り
、

一
部
用
語
や
語
句
の
読
み
方
に
の
み
、
ひ
ら
が
な
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）「
服
部
先
生
自
叙
」「
服
部
先
生
年
譜
」（
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文

集
刊
行
会
編
『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』、昭
和
一
一
年
冨
山
房
）

に
よ
る
。
ま
た
、
以
下
の
記
述
は
「
服
部
先
生
自
叙
」「
服
部
先
生
年
譜
」、

お
よ
び
「
先
学
を
語
る
―
服
部
宇
之
吉
博
士
―
」・
服
部
武
「
服
部
宇
之
吉

先
生
略
年
譜
」（
東
方
学
会
編
『
東
方
学
回
想
Ⅰ　

先
学
を
語
る
（
１
）』、

平
成
一
二
年
刀
水
書
房
。
原
載
『
東
方
学
』
第
四
六
輯
〔
昭
和
四
八
年
七

月
〕）
に
よ
る
。
ま
た
、「
」
の
引
用
は
、「
服
部
先
生
自
叙
」
に
よ
る
。

（
12
）「
年
譜
」
に
従
う
。「
自
叙
」
は
明
治
二
五
年
と
す
る
が
、『
官
報
』
第
二

四
五
八
号
（
明
治
二
四
年
九
月
五
日
）
に
よ
れ
ば
明
治
二
四
年
九
月
三
日
付

で
叙
任
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）「
先
学
を
語
る
」
で
は
、
第
三
高
等
学
校
を
つ
ぶ
す
た
め
に
赴
任
し
た
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、「
自
叙
」
に
よ
る
と
第
三
高
等
学
校
廃
止
の
決
定

は
赴
任
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
14
）「
先
学
を
語
る
」
で
阿
部
吉
雄
は
、「
服
部
の
頭
脳
は
ち
ょ
っ
と
ず
ば
抜

け
て
い
る
、
普
通
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
濱
尾
さ
ん
で
も
外
山
さ
ん
（
外

山
正
一
氏
）
で
も
よ
く
い
わ
れ
て
お
っ
た
」
の
で
、
こ
の
二
人
が
服
部
を
秘

書
官
に
欲
し
が
っ
た
の
だ
と
語
っ
て
い
る
（
一
一
六
頁
）。

（
15
）「
略
年
譜
」
に
よ
る
。
明
治
三
二
年
の
改
訂
版
は
国
会
図
書
館
等
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
三
〇
年
の
金
港
堂
教
員
文
庫
版
は
未
確
認
で
あ
る
。

な
お
、
国
会
図
書
館
に
は
刊
行
年
不
明
の
金
港
堂
教
員
文
庫
『
倫
理
学
』
が

あ
る
。

（
16
）
論
文
で
は
、
二
九
年
に
「
墨
子
年
代
考
」（『
哲
学
雑
誌
』）
を
発
表
し
て

い
る
（『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』
所
収
「
服
部
先
生
講
義
及
著

述
目
録
」）。

（
17
）
文
化
庁
『
国
語
施
策
百
年
史
』（
平
成
一
八
年
ぎ
ょ
う
せ
い
）
一
二
三
頁
。

（
18
）
国
語
調
査
委
員
会
は
大
正
二
年
に
廃
止
さ
れ
る
が
、同
五
年
六
月
に
「
国

語
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
」
が
文
部
省
普
通
学
務
局
第
三
課
の
分
掌
と
な
り
、

そ
の
活
動
の
中
で
服
部
は
漢
字
整
理
案
作
成
の
主
任
と
し
て
、
同
八
年
に
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『
漢
字
整
理
案
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
（『
国
語
施
策
百
年
史
』
一
七
三
～
一

七
四
頁
）。

（
19
）「
自
叙
」
に
は
「
履
歴
の
大
略
」
を
述
べ
る
と
あ
り
、
行
政
や
各
種
役
職

等
の
実
務
的
な
面
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
・
教
育
面
で
の
具
体
的
内

容
を
欠
く
。

（
20
）「
先
学
を
語
る
」
に
は
、「
服
部
先
生
は
、
明
治
四
十
四
年
に
国
語
調
査

会
委
員
と
い
う
の
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
の

立
場
と
し
て
申
し
ま
す
と
、
明
治
四
十
五
年
に
訓
読
法
の
一
つ
の
基
準
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
生
が
中
心
と
し
て
お
や
り
に
な
っ
た
わ
け
で

す
ね
」「
そ
の
と
き
に
、
主
と
し
て
衝
に
当
た
っ
て
仕
事
を
し
た
の
が
山
口

察
常
先
生
。
そ
こ
で
私
が
大
学
を
卒
業
し
た
ら
、
お
ま
え
も
手
伝
い
に
い
け

と
い
う
、
そ
う
し
た
ら
十
円
か
十
五
円
い
た
だ
い
た
の
で
す
」
と
い
う
宇
野

精
一
と
竹
田
復
と
の
や
り
と
り
が
見
え
る
。
前
述
の
漢
字
整
理
案
作
成
の
補

助
員
に
山
口
察
常
と
竹
田
復
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら（『
国
語
施
策
百
年
史
』

一
七
三
頁
）、
竹
田
が
語
っ
て
い
る
の
は
漢
字
整
理
案
作
成
の
こ
と
で
あ
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
21
）
文
部
省
訓
令
第
三
号
（
明
治
三
五
年
二
月
六
日
、『
官
報
』
第
五
五
七
五

号
）

（
22
）
浜
本
純
逸
「
漢
文
教
育
の
成
立
過
程
―
一
八
五
〇
年
代
～
一
九
〇
二
（
明

治
三
五
）
年
―
」（『
国
語
教
育
史
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
二
）
に
当
時

の
漢
作
文
に
つ
い
て
の
調
査
分
析
が
あ
る
。

（
23
）
文
部
省
訓
令
第
十
五
号
（
明
治
四
四
年
七
月
三
一
日
、『
官
報
』
第
八
四

三
二
号
）

（
24
）
明
治
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
の
漢
文
科
名
存
廃
論
争
に
つ
い
て

は
、
長
志
珠
絵
『
近
代
日
本
と
国
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
）
第
三
章
第
三
節
「
漢
文
科
廃
止
問
」
同
第
四
節
「『
漢
学
』
の

普
遍
化
」、
三
浦
叶
『
明
治
の
漢
学
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
第
三
部
第

二
章
「
漢
文
科
名
廃
止
、
漢
文
削
除
を
め
ぐ
り
て
」
等
に
詳
し
い
。
ま
た
、

そ
の
後
再
び
起
こ
っ
た
漢
文
教
育
存
廃
論
争
に
つ
い
て
は
、
打
越
孝
明
「
明

治
三
十
年
代
後
半
の
中
学
校
漢
文
教
育
存
廃
論
争
に
つ
い
て
―
第
七
回
高
等

教
育
会
議
へ
の
廃
止
建
議
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
第
二
四
巻
第

五
号
、
一
九
九
一
・
一
〇
）
等
が
あ
る
。

（
25
）
石
毛
慎
一
『
日
本
近
代
漢
文
教
育
の
系
譜
』（
湘
南
社
、
二
〇
〇
九
）

は
、
明
治
三
五
年
の
中
学
校
教
授
要
目
の
制
定
か
ら
改
正
ま
で
を
漢
文
の
地

位
が
下
が
っ
た
「
漢
文
劣
位
期
」
と
し
、
四
四
年
の
改
正
以
降
を
「
国
漢
対

等
期
」
と
区
分
し
て
い
る
。

（
26
）
以
下
の
記
述
は
、『
国
語
施
策
百
年
史
』
第
一
章
お
よ
び
国
語
施
策
年
表

に
よ
る
。

（
27
）
口
語
体
・
漢
字
ひ
ら
が
な
交
じ
り
文
の
憲
法
改
正
草
案
が
発
表
さ
れ
た

翌
日
に
、「
今
後
各
官
庁
に
お
け
る
文
書
及
び
新
た
に
制
定
（
全
文
改
正
を

含
む
。）
す
る
法
令
の
文
体
・
用
語
・
用
字
・
句
読
点
等
は
、
今
回
発
表
さ

れ
た
憲
法
改
正
草
案
の
例
に
な
ら
う
こ
と
」
を
指
示
す
る
「
各
官
庁
の
文
書

の
文
体
等
に
関
す
る
件
」
が
次
官
会
議
で
決
定
し
た
と
い
う
（『
国
語
施
策

百
年
史
』
三
七
六
頁
）。
大
正
八
年
に
は
、
公
用
文
に
「
で
あ
る
」
体
も
採

用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
体
に
も
、「
～
す

る
所
」「
於
て
」「
於
け
る
」
等
の
訓
読
由
来
の
表
現
が
見
ら
れ
る
（
同
書
第

三
章
第
一
節
六
「
口
語
体
公
用
文
の
試
み
」）。

（
28
）『
国
語
施
策
百
年
史
』
一
一
七
頁
。
な
お
、
国
語
調
査
委
員
会
は
加
藤
弘

之
を
委
員
長
と
し
、
嘉
納
治
五
郎
・
井
上
哲
治
郎
・
沢
柳
政
太
郎
・
上
田
万

年
・
三
上
参
次
・
渡
部
董
之
介
・
高
楠
順
次
郎
・
重
野
安
繹
・
徳
富
猪
一

郎
・
木
村
正
辞
・
大
槻
文
彦
・
前
島
密
を
委
員
と
し
て
四
月
に
発
足
し
た

（
同
書
一
一
四
～
一
一
五
頁
）。
沢
柳
は
服
部
の
二
年
前
、
渡
部
は
一
年
間
に

帝
大
哲
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。

（
29
）
木
村
淳
「
漢
文
教
科
書
の
修
正
意
見
―
明
治
三
十
年
代
前
半
を
中
心
に
」
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（『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、
検
定
教

科
書
の
修
正
意
見
の
中
に
は
句
読
や
訓
点
の
間
違
い
を
指
摘
し
た
も
の
が
あ

る
と
い
う
。
検
定
上
の
必
要
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
30
）
陶
徳
民
「
近
代
に
お
け
る
「
漢
文
直
読
」
論
の
由
緒
と
行
方
―
―
重
野
・

青
木
・
倉
石
を
め
ぐ
る
思
想
状
況
―
―
」（
中
村
春
作
・
市
來
津
由
彦
・
田

尻
祐
一
郎
・
前
田
勉
編
『「
訓
読
」
論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語
―
』

二
〇
〇
八
年
勉
誠
出
版
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
二
年
に
重
野
安
繹
が
直
読
論

を
主
張
し
、
同
一
九
年
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
漢
文
直
読
論
を
発
表
し
て
い

る
。

（
31
）
陶
徳
民
前
掲
論
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
漢
文
直
読
論
者
で
あ
っ
た
倉
石

武
四
郎
は
、
自
身
の
東
大
在
学
時
の
服
部
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
当
時
の
研
究
室
の
主
任
教
授
に
む
か
っ
て
、
な
ぜ
漢
文
教
育
が

旧
来
の
姿
で
保
存
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ふ
だ
ん

は
明
敏
な
頭
脳
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
先
生
で
あ
る
が
、
こ
の
質
問
に
対
し
て

は
不
幸
に
し
て
わ
た
く
し
の
疑
い
を
解
く
だ
け
の
お
答
え
は
な
か
っ
た
。

（
略
）
実
は
先
生
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
お
持
ち
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
、
中
国
が
共
産
主
義
に
な
る
こ
と
を
そ
の
頃
か
ら
見
ぬ
い
て
親
し
い
人

に
だ
け
ひ
そ
か
に
予
言
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
先
生
に
、
漢
文
教
育
の
将

来
に
つ
い
て
見
と
お
し
の
利
か
な
い
筈
は
な
い
。
あ
る
い
は
学
生
卒
業
後
の

生
活
に
不
安
の
な
い
よ
う
に
伝
統
教
育
の
存
続
を
希
望
さ
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。」（「
戦
前
教
育
の
一
典
型
」、『
思
想
』
三
二
二
号
、
一
九
五
一
年
四

月
、
岩
波
書
店
）
こ
れ
は
大
正
期
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
調
査
報
告
」
に
関

わ
っ
て
い
た
頃
も
同
様
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
32
）
大
島
は
、「
調
査
報
告
」
の
句
読
法
は
「
句
読
法
案
」
を
「
反
映
」
し
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
（
前
掲
論
文
二
一
七
頁
）。
鈴
木
は
、「
句
読
法
案
」
に

「
準
拠
し
て
」
漢
文
の
句
読
点
等
の
用
法
を
「
指
示
し
て
い
る
」
と
す
る
（
前

掲
書
一
八
五
頁
）。

（
33
）
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『
日
本
文
典
』（
明
治
二
三
年
、
日
本
堂
）
中

の
「
句
読
法
」
に
も
、「
句
と
は
、
語
の
切
れ
た
る
と
こ
ろ
に
施
す
〇
点
を

い
ひ
、
読
と
は
、
語
の
切
れ
さ
る
も
、
暫
く
読
み
切
り
た
る
と
こ
ろ
に
、
施

す
、
点
を
い
ふ
な
り
。
故
に
句
点
は
（
以
下
略
）」
と
あ
る
。「
句
点
」
と
あ

る
だ
け
で
「
読
点
」
と
は
言
わ
な
い
が
、「
句
」「
読
」
と
点
と
が
密
接
な
関

係
に
あ
り
、
句
点
・
読
点
の
名
称
が
出
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

（
34
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
八
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
八
）
に
は

「
並
列
点
」
の
語
を
採
録
す
る
が
、
用
例
を
挙
げ
な
い
。『
日
本
国
語
大
辞

典
』
第
一
版
（
日
本
大
辞
典
刊
行
会
、
小
学
館
、
一
九
七
五
）、
第
二
版
（
日

本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
、
小
学

館
、
二
〇
〇
六
）
と
も
に
「
並
列
点
」
の
語
を
収
録
し
な
い
。

（
35
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
一
版
、
第
二
版
と
も
に
「
ぽ
つ
」
は
「
小
さ
い

点
。
ぽ
ち
。」
と
解
説
さ
れ
る
が
、
用
例
を
見
る
限
り
、
文
章
表
記
に
限
ら

ず
広
く
小
さ
い
点
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
・
漢
語
大
詞
典
編
纂
処
『
漢
語
大
詞
典
』（
第

三
巻
一
九
八
九
年
・
第
十
一
巻
一
九
九
三
年
、
漢
語
大
詞
典
出
版
社
）
に
は

符
号
と
し
て
の
用
法
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。『
大
漢
和
辞
典
』
巻
二
（
一
九

五
六
）、
巻
一
一
（
一
九
五
六
）
も
同
様
に
符
号
と
し
て
の
解
釈
は
記
載
し

な
い
。

（
37
）
前
掲
書 

二
二
二
頁
。

（
38
）
杉
本
つ
と
む
「
句
読
点
・
記
号
の
用
法
と
近
代
文
学
」（『
国
文
学
研
究
』

第
三
五
集
、
一
九
六
七
）

（
39
）
小
林
芳
規
「
表
記
法
の
変
遷
」（
林
大
・
林
四
郎
・
森
岡
健
二
編
『
現
代

作
文
講
座
６　

文
字
と
表
記
』、
昭
和
五
二
年
明
治
書
院
）
に
、
文
科
省
年

報
は
「
明
治
六
年
度
版
か
ら
昭
和
一
四
年
度
版
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
り
、

句
読
点
を
用
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
で
表
記
さ
れ
て
い

る
。
但
し
、“
～
ノ
事
、
～
ノ
事
”
と
い
う
よ
う
に
並
列
を
示
す
「
、」
は
使
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用
さ
れ
て
い
る
」（
二
二
九
頁
）
と
言
う
。
公
用
文
の
句
読
点
が
改
ま
っ
た

の
も
、
憲
法
改
正
草
案
を
契
機
と
し
て
い
る
（
注
27
参
照
）。

（
40
）
前
掲
書
一
八
六
～
一
九
〇
頁
。

（
41
）
齋
藤
文
俊
『
漢
文
訓
読
と
近
代
日
本
語
の
形
成
』（
二
〇
一
一
年
勉
誠
出

版
）
七
六
～
七
八
頁
に
詳
し
い
。

（
42
）
齋
藤
文
俊
前
掲
書
七
八
～
七
九
頁
に
も
詳
し
い
。

（
43
）
前
掲
書
一
九
〇
頁
。

（
44
）
引
用
は
、
駒
澤
大
学
電
子
貴
重
書
庫
本
（
寛
永
元
年
刊
本
）
に
よ
る
。� 

http://repo.kom
azaw

a-u.ac.jp/opac/collections/246/

（
45
）
引
用
は
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
享
保
六
年
刊
本
）

に
よ
る
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536790

（
46
）
齊
藤
文
俊
前
掲
書
五
八
～
五
九
頁
の
『
論
語
』
の
各
種
点
本
の
比
較
に

よ
る
と
、
仁
斎
点
、
一
部
道
春
点
、
後
藤
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）
注
39
前
掲
論
文
。

（
48
）
豎
点
を
規
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
活
字
に
お
け
る
豎
点
の
有
無

と
も
関
わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
調
査
に
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
。

（
49
）明
治
四
二
年
か
ら
大
正
五
年
に
か
け
て
二
十
二
巻
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

服
部
宇
之
吉
も
複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
者
と
し
て
参
与
し
て
い
る
。
現
在

漢
文
大
系
を
出
版
し
て
い
る
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、「
典
籍
の
訓
点
は
、
各
巻
担
当
の
諸
先
生
が
、
伝
統
の
訓
点
を
尊

重
し
な
が
ら
も
、
明
治
の
教
育
的
統
一
を
も
く
ろ
み
、
あ
る
い
は
『
句
読･

反
点･

添
仮
名･

読
方
法
』
に
依
拠
し
て
訓
点
を
施
し
、
近
代
読
法
の
規
準

と
し
て
信
頼
で
き
る
」
と
あ
る
が
、担
当
者
に
よ
る
訓
点
の
違
い
は
大
き
い
。 

http://fuzam
bo.net/kanbuntaikei2.htm

l#kanbun13

（
二
〇
一
八
年

八
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧
）

（
50
）
用
例
の
出
典
に
つ
い
て
は
、二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
推
進
室
（
佐

藤
進
・
日
野
俊
彦
）、
新
稲
法
子
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
の
出
典
」

（「
困
窮
庵
日
乗
」
二
〇
一
五
年
年
一
月
二
十
九
日
）
を
参
照
し
た
。�

 
http://w

w
w

.nishogakusha-kanbun.net/kanp8630.pdf

（
二
〇
一
八

年
八
月
二
十
九
日
最
終
閲
覧
）�

 
http://d.hatena.ne.jp/m

asudanoriko/20150129/1422198490

（
同
）

（
51
）『
唐
宋
八
家
文
』
上
は
明
治
四
三
年
、
下
は
四
四
年
初
版
。
校
訂
者
は
三

島
毅
。
児
島
献
吉
郎
の
例
言
に
よ
れ
ば
、
評
釈
と
段
落
が
三
島
毅
に
よ
る
も

の
で
、
校
閲
は
三
島
復
で
あ
る
。
訓
点
も
三
島
毅
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
52
）『
文
章
規
範
』
は
、
大
正
三
年
初
版
。
校
訂
者
は
島
田
鈞
一
。

（
53
）
漢
文
大
系
本
『
唐
宋
八
家
文
』
は
、「
調
査
報
告
」
に
同
じ
。
な
お
、
こ

こ
に
挙
げ
な
か
っ
た
用
例
（
三
）
韓
愈
・
争
臣
論
は
「
但
一
二
三
等
ノ
符
号

ヲ
用
ヒ
タ
ル
外
ニ
尚
上
中
下
三
箇
ノ
符
号
ニ
テ
足
ラ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
直
ニ
此

ノ
符
号
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
の
事
例
で
あ
り
、
漢
文
大
系
本
『
唐
宋
八
家

文
』『
文
章
軌
範
』
も
こ
の
点
の
使
い
方
は
同
じ
で
あ
る
。

（
54
）
引
用
は
、
同
年
七
月
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
版
に
よ
る
。

（
55
）
明
治
三
五
年
四
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
議
案
に
「
送
仮
名
法
案
」「
送

仮
名
法
ニ
関
ス
ル
特
別
委
員
修
正
案
」「
送
仮
名
法
修
正
案
」
が
含
ま
れ

（『
国
語
施
策
百
年
史
』
一
二
八
～
一
二
九
頁
）、
明
治
三
九
年
度
に
は
重
要

案
件
に
「
送
仮
名
法
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
同
書
一
二
二
頁
）。
な
お
、『
送

仮
名
法
』
の
調
査
担
当
者
は
芳
賀
矢
一
で
あ
る
（
同
書
一
三
四
頁
）。

（
56
）
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
二
巻
（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
一
）「
普
通
文
」
の
項
（
山
口
佳
紀
執
筆
）。

（
57
）
本
稿
で
は
、
教
育
行
政
、
国
語
行
政
の
観
点
か
ら
「
普
通
文
」
の
語
を

用
い
る
が
、
文
語
表
現
に
お
け
る
「
漢
文
脈
」
に
つ
い
て
は
齋
藤
希
史
『
漢

文
脈
と
近
代
日
本
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
）
を
参
照
。

（
58
）『
論
語
』
里
仁
篇
の
語
句
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
読
み
方
は
道

春
点
、
後
藤
点
に
同
じ
で
あ
る
（
鈴
木
前
掲
書
一
三
九
頁
）。
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（
59
）
内
閣
官
報
局
「
送
仮
名
法
」
は
、
明
治
二
二
年
に
官
報
号
外
と
し
て
発

行
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
内
閣
官
報
局
編
纂
『
送
仮
名
法
』（
明
治
二
七
年

八
尾
書
店
発
売
）
を
参
照
し
た
。
副
詞
に
「
猶
ホ
」、
接
続
詞
に
「
将
タ
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
60
）
副
詞
の
項
。

（
61
）
齋
藤
文
俊
前
掲
書
第
三
章
お
よ
び
第
四
章
。

（
62
）
一
斎
点
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
前
掲
書
「『
一
斎
点
』
の
特
徴
」

（
一
三
三
～
一
五
六
頁
）
お
よ
び
齋
藤
文
俊
前
掲
書
「
一
斎
点
の
特
徴
」（
七

〇
～
七
九
頁
）
に
詳
し
い
。

（
63
）
鈴
木
前
掲
書
一
九
八
頁
、
齋
藤
文
俊
前
掲
書
二
一
五
頁
参
照
。

（
64
）
鈴
木
前
掲
書
二
六
三
～
二
六
五
頁
、
齋
藤
前
掲
書
四
五
～
六
八
頁
に
、

音
読
の
増
加
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
65
）
前
掲
書
二
〇
七
～
二
一
二
頁
。

（
66
）
前
掲
書
二
一
〇
頁
。

（
67
）
前
掲
書
二
一
八
頁
。

（
68
）「
調
査
報
告
」
で
は
、「
意
義
」
の
語
は
他
に
句
読
法
第
三
（
乙
）「
形
式

ヨ
リ
見
レ
ハ
終
始
シ
タ
レ
ト
モ
意
義
ヨ
リ
考
フ
レ
ハ
下
文
ニ
連
続
セ
ル
語
句

ノ
下
」、
読
法
第
三
「
意
義
ニ
ヨ
リ
テ
音
ヲ
異
ニ
ス
ル
文
字
ト
雖
モ
混
用
久

シ
ク
シ
テ
習
慣
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
語
の
意

味
、
原
文
の
意
味
を
指
し
て
い
る
。

（
69
）
官
報
局
『
送
仮
名
法
』
に
は
動
詞
〔
釈
例
〕
第
二
に
「
聞
ク
ナ
ラ
ク
」、

副
詞
〔
釈
例
〕
第
一
に
「
寧
ロ
」、
接
続
詞
〔
釈
例
〕
第
一
に
「
タ
ト
ヒ
」

と
読
む
「
設
若
」「
仮
令
」「
縦
令
」
が
見
え
る
。

（
70
）
前
掲
書
一
九
三
頁
。

（
71
）
前
掲
書
一
九
四
頁
。

（
72
）
石
毛
慎
一
前
掲
書
等
。

（
73
）
新
稲
前
掲
ブ
ロ
グ
。


